
○
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
九
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
認
可
の
申
請
、
報
告
及
び
届
出
等
に
関
す
る

規
則
（
昭
和
二
十
八
年
公
正
取
引
委
員
会
規
則
第
一
号
）
新
旧
対
照
条
文

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

現

行

（
意
見
書
及
び
資
料
の
提
出
）

第
七
条
の
二

届
出
会
社
は
、
公
正
取
引
委
員
会
が
企
業
結
合
届
出
書
を

受
理
し
た
日
か
ら
法
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
通

知
を
行
う
日
ま
で
の
間
、
い
つ
で
も
、
公
正
取
引
委
員
会
に
対
し
、
意

見
書
又
は
審
査
に
必
要
と
考
え
る
資
料
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
意
見
書
及
び
資
料
の
提
出
）

第
七
条
の
二

届
出
会
社
は
、
公
正
取
引
委
員
会
が
企
業
結
合
届
出
書
を

受
理
し
た
日
か
ら
法
第
四
十
九
条
第
五
項
又
は
第
九
条
の
規
定
に
よ
る

通
知
を
行
う
日
ま
で
の
間
、
い
つ
で
も
、
公
正
取
引
委
員
会
に
対
し
、
意

見
書
又
は
審
査
に
必
要
と
考
え
る
資
料
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
排
除
措
置
命
令
を
行
わ
な
い
旨
の
通
知
）

第
九
条

公
正
取
引
委
員
会
は
、
企
業
結
合
届
出
書
に
係
る
株
式
の
取
得

、
合
併
、
分
割
、
株
式
移
転
又
は
事
業
等
の
譲
受
け
に
つ
い
て
法
第
五

十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
な
い
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
届

出
会
社
に
対
し
、
様
式
第
四
十
三
号
、
様
式
第
四
十
四
号
、
様
式
第
四

十
五
号
、
様
式
第
四
十
六
号
、
様
式
第
四
十
七
号
又
は
様
式
第
四
十
八

号
に
よ
る
通
知
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
排
除
措
置
命
令
を
行
わ
な
い
旨
の
通
知
）

第
九
条

公
正
取
引
委
員
会
は
、
企
業
結
合
届
出
書
に
係
る
株
式
の
取
得

、
合
併
、
分
割
、
株
式
移
転
又
は
事
業
等
の
譲
受
け
に
つ
い
て
法

第
四

十
九
条
第
五
項

の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
な
い
こ
と
と
し
た
と
き
は
、

届
出
会
社
に
対
し
、
様
式
第
四
十
三
号
、
様
式
第
四
十
四
号
、
様
式
第

四
十
五
号
、
様
式
第
四
十
六
号
、
様
式
第
四
十
七
号
又
は
様
式
第
四
十

八
号
に
よ
る
通
知
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

様
式
第

31
号

（
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る

。）

公
 

 
 
第

 
 
 

 
 
号
 

平
成

 
 
年

 
 
月

 
 
日
 

殿
 

 
公

 正
 
取

 
引

 
委
 
員

 
会
 

報
 
告
 
等
 
要
 
請
 
書
 

 
私

的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保

に
関

す
る
法
律
（

以
下
「

法
」
と

い

う
。
）

第
1
0
条
第
２
項
（
同
条
第
５
項
の
規
定

に
よ
り
み

な
し

て
適

用
す
る

場

様
式
第

31
号

（
用
紙
の
大

き
さ
は
，
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る

。）

公
 
 
 
第
 
 
 
 
 
号
 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

殿
 

 
 
公
 正

 
取

 
引
 委

 
員
 会

 

報
 
告
 
等
 
要
 
請
 
書
 

 
私

的
独
占

の
禁
止

及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第

1
0
条
第

２
項
（
同
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合

1 
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合
を

含
む

。）
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
，
平
成
 

 
年
 

 
月

 
 
日
付
け
公
 

株
第

 
 

 
 

 
号

を
も

っ
て

受
理

し
た

貴
社

の
株

式
取

得
に

関
す

る
計

画
に

関
す

る
調

査
の

た
め

必
要

が
あ

り
ま

す
か

ら
，

下
記

事
項

に
つ

い
て

提
出

し
て

く
だ

さ
い
。
 

記
 

注
意

 
公
正
取
引
委
員
会
が
，
法
第

1
0
条

第
９
項

に
定
め

る
と

こ
ろ

に
よ
り

，

法
第

1
7
条
の
２
の
規
定
に
よ
り
当
該
株
式

取
得

に
関
す
る

計
画

に
関

し
必

要
な

措
置
を
命
ず
る
た
め
，
法

第
50

条
第
１

項
の

規
定

に
よ

る
通

知
を

す
る

場
合
に
は
，
平
成
 
 
年
 
 
月
 

 
日
か
ら

1
20

日
を

経
過

し
た

日
と

こ
の

報
告

等
要
請

書
に
基

づ
く

全
て

の
報

告
等

を
受

理
し

た
日

か
ら

9
0
日

を
経
過
し
た
日
と
の
い
ず
れ
か
遅
い

日
ま

で
の
期
間

内
に

す
る

こ
と

と
な

る
。
 

を
含

む
。）

の
規
定

に
よ
り
提
出
さ
れ
，
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
付
け
公
 
株

第
 

 
 

 
 

号
を

も
っ

て
受

理
し

た
貴

社
の

株
式

取
得

に
関

す
る

計
画

に
関

す
る

調
査
の

た
め
必

要
が
あ
り
ま
す
か
ら
，
下
記
事
項
に
つ
い
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い

。
 

記
 

注
意

 
公
正

取
引
委

員
会
が
，
法
第

1
0
条
第
９
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
，
法

第
1
7
条

の
２

の
規
定
に
よ
り
当
該
株
式
取
得
に
関
す
る
計
画
に
関
し
必
要

な
措

置
を
命

ず
る
た
め
，
法

第
4
9
条
第
５
項

の
規
定
に
よ
る
通
知
を
す
る

場
合

に
は
，
平

成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
か
ら

1
2
0
日
を
経
過
し
た
日
と
こ

の
報

告
等
要

請
書
に
基
づ
く
全
て
の
報
告
等
を
受
理
し
た
日
か
ら

9
0
日
を

経
過

し
た
日

と
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
の
期
間
内
に
す
る
こ
と
と
な
る
。
 

様
式
第
三
十
二
号
～
様
式
第
三
十
六
号

（
様
式
第
三
十
一
号
と
同
様
の

改
正
の
た
め
記
載
略
）

様
式
第
三
十
二
号
～
様
式
第
三
十
六
号

（
様
式
第
三
十
一
号
と
同
様
の

改
正
の
た
め
記
載
略
）

2 



様
式
第

37
号

（
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る

。）
 

公
 

 
 
第

 
 
 

 
 
号
 

平
成

 
 
年

 
 
月

 
 
日
 

殿
 

 
公

 正
 
取

 
引

 
委
 
員

 
会
 

報
 
告
 
等
 
受
 
理
 
書
 

 
平

成
 

 
年

 
 

月
 

 
日

付
け

公
 

 
第

 
 

 
 

 
号

を
も

っ
て

要
請

し
た

貴
社

の
株

式
取

得
に

関
す

る
計

画
に

関
す

る
報

告
等

は
，

平
成

 
 

年
 
 

月
 

 
日
受
理
し
ま
し
た
。
 

 
な

お
，
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確

保
に
関
す

る
法

律
第

1
0
条
第

９
項

に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
，
公
正
取
引

委
員
会

が
，
同

法
第

1
7
条

の
２
の

規
定

に
よ

り
当

該
株

式
取

得
に

関
す

る
計

画
に

関
し

必
要

な
措

置
を

命
ず

る
た

め
同

法
第

50
条
第

１
項

の
規
定
に
よ
る
通
知
を

す
る
こ
と

が
で

き
る

期
間
は

，

平
成

 
 
年

 
 
月
 
 
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
 

様
式
第

37
号

（
用
紙
の
大

き
さ
は
，
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る

。）
 

公
 
 
 
第
 
 
 
 
 
号
 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

殿
 

 
 
公
 正

 
取
 
引
 委

 
員
 会

 

報
 
告
 
等
 
受
 
理
 
書
 

 
平

成
 

 
年

 
 

月
 

 
日

付
け

公
 

 
第

 
 

 
 

 
号

を
も

っ
て

要
請

し
た

貴
社

の
株

式
取

得
に

関
す

る
計

画
に

関
す

る
報

告
等

は
，

平
成

 
 

年
 
 

月
 

 
日
受

理
し
ま

し
た
。
 

 
な

お
，
私

的
独
占

の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第

1
0
条
第

９
項

に
定
め

る
と
こ

ろ
に
よ
り
，
公
正
取
引
委
員
会
が
，
同
法
第

1
7
条
の
２
の
規

定
に

よ
り

当
該

株
式

取
得

に
関

す
る

計
画

に
関

し
必

要
な

措
置

を
命

ず
る

た
め

同
法

第
4
9
条

第
５
項

の
規
定
に
よ
る
通
知
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
は
，
平

成
 

 
年
 

 
月
 

 
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
 

様
式
第
三
十
八
号
～
様
式
第
四
十
二
号

（
様
式
第
三
十
七
号
と
同
様
の

改
正
の
た
め
記
載
略
）

様
式
第
三
十
八
号
～
様
式
第
四
十
二
号

（
様
式
第
三
十
七
号
と
同
様
の

改
正
の
た
め
記
載
略
）

様
式
第

43
号

（
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業
規
格
Ａ

4
と
す
る
。）

 

公
 

 
 
第

 
 
 

 
 
号
 

平
成

 
 
年

 
 
月

 
 
日
 

殿
 

 
公

 正
 
取

 
引

 
委
 
員

 
会
 

様
式
第

43
号

（
用
紙
の
大

き
さ
は
，
日
本
工
業
規
格
Ａ

4
と
す
る
。）

 

公
 
 
 
第
 
 
 
 
 
号
 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

殿
 

 
 
公
 正

 
取
 
引
 委

 
員
 会
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排
除
措
置
命
令
を
行
わ
な
い
旨
の
通
知
書
 

 
私

的
独

占
の

禁
止

及
び

公
正

取
引

の
確

保
に

関
す

る
法

律
第

1
0
条

第
２

項

（
同

条
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適

用
す

る
場
合
を

含
む

。
）
の
規

定
に

よ
り

提
出

さ
れ

，
平

成
 

年
 

 
月

 
 

日
付

け
公

 
株

第
 

 
 

 
 

号
を

も
っ

て
受
理

し
た
貴
社
の
株
式
取
得
に
関
す

る
計

画
に
つ
い

て
は

，
同
法

第
5
0

条
第

１
項

の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
な
い
こ
と

と
し
ま
し

た
の

で
，
昭

和
2
8
年

公
正

取
引
委
員
会
規
則
第

1
号
第
９
条
の
規
定
に

よ
り
，

そ
の

旨
を

通
知
し

ま

す
。
 

排
除
措
置
命
令
を
行
わ
な
い
旨
の
通
知
書
 

 
私

的
独
占

の
禁
止

及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第

10
条
第

２
項
（
同

条
第

５
項

の
規

定
に

よ
り

み
な

し
て

適
用

す
る

場
合
を

含
む

。
）

の
規

定
に

よ
り

提
出

さ
れ

，
平

成
 
年
 
 
月
 
 
日
付
け
公
 
株
第
 
 
 
 
 
号
を
も
っ
て

受
理

し
た
貴

社
の
株

式
取
得
に
関
す
る
計
画
に
つ
い
て
は
，
同
法

第
4
9
条

第
５

項
の

規
定
に

よ
る
通
知
を
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
，
昭
和

2
8
年
公
正
取

引
委

員
会
規

則
第

1
号
第
９
条
の
規
定
に
よ
り
，
そ
の
旨
を
通
知
し
ま
す
。
 

様
式
第
四
十
四
号
～
様
式
第
四
十
八
号

（
様
式
第
四
十
三
号
と
同
様
の

改
正
の
た
め
記
載
略
）

様
式
第
四
十
四
号
～
様
式
第
四
十
八
号

（
様
式
第
四
十
三
号
と
同
様
の

改
正
の
た
め
記
載
略
）

4 



○
課
徴
金
の
納
付
の
督
促
状
の
様
式
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
二
年
公
正
取
引
委
員
会
規
則
第
四
号
）
新
旧
対
照
条
文
（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

現

行

（
課
徴
金
の
納
付
の
督
促
）

第
一
条

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
十
九
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
課
徴
金
の
納
付
の
督
促
は
、
様
式
第
一
号
の
督

促
状
を
送
達
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
課
徴
金
の
納
付
の
督
促
）

第
一
条

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
十
条
の

九
第
一
項
及
び
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
課
徴
金
の
納
付
の
督
促
は
、
様

式
第
一
号
の
督
促
状
を
送
達
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
滞
納
処
分
を
行
う
職
員
の
身
分
証
明
書
）

第
二
条

法

第
六
十
九
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
滞
納
処
分
を
行
う
職

員
が
携
帯
す
る
身
分
証
明
書
は
、
様
式
第
二
号
の
と
お
り
と
す
る
。

（
滞
納
処
分
を
行
う
職
員
の
身
分
証
明
書
）

第
二
条

法
第
七
十
条
の
九
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
滞
納
処
分
を
行
う
職

員
が
携
帯
す
る
身
分
証
明
書
は
、
様
式
第
二
号
の
と
お
り
と
す
る
。

様式第１号 
（表面） 

住

所

殿

年

月

日

分
任
歳
入
徴
収
官

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局

職
名

氏

名

印

様式第１号 
（表面） 

住

所

殿

年

月

日

分
任
歳
入
徴
収
官

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局

官
房
総
務
課
審
決
訟
務
室
長

氏

名

印

14.8 
 cm 

10 cm 

10 cm 

14.8 
 cm 
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（裏面） 

第 号 督  促  状

（目） 

円 

私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律に 

基づく課徴金 

指定期限 年 月 日 

納付場所 

 さきに、貴殿に対して納入の告知をした上記の金額は、納期限（  

年  月  日）までに完納されておりませんので至急納付してくださ

い。指定期限を過ぎても完納しないときは、財産差押処分をします。 

 なお、納入告知書に記載したところにより計算した延滞金を併せて納

付してください 。ただし、この督促状が送達される前に完納している場

合は、延滞金の納付の必要はありません 。 

備 考 督促文は必要に応じて適宜修正することができる。 

（裏面） 

第 号 督  促  状

（目） 

円 

私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律に 

基づく課徴金 

指定期限 年 月 日 

納付場所 

 さきに、貴殿に対して納入の告知をした上記の金額は、納期限（  

年  月  日）までに完納されておりませんので至急納付してくださ

い。指定期限を過ぎても完納しないときは、財産差押処分をします。 

 なお、納入告知書に記載したところにより計算した延滞金を併せて納

付してください。 

備 考 督促文は必要に応じて適宜修正することができる。 

（項） 

（項）

（款） 

（款）

（部） 

（部）

金 

金

  年度 

一 般 会 計 

内閣府 主管 

  年度 

一 般 会 計 

内閣府 所管 

様式第２号 

（第１葉） 

課徴金徴収職員証明書 

第 号 

年  月  日発行 

公正取引委員会事務総局 

内閣府事務官 氏 名 

年  月  日生 

 上記の者は「私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法

律」第 69 条第４項 の規定により課徴金の納付命令に係る徴収

金を国税滞納処分の例により徴収する職員であることを証す

る。 

公正取引委員会 印 

様式第２号 

（第１葉） 

課徴金徴収職員証明書 

第 号 

年  月  日発行 

公正取引委員会事務総局 

内閣府事務官 氏 名 

年  月  日生 

 上記の者は「私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法

律」第 70 条の９第５項 の規定により課徴金の納付命令に係る

徴収金を国税滞納処分の例により徴収する職員であることを

証する。 

公正取引委員会 印 

7 cm 

7 cm 

11 cm 

11 cm 

写   真 

写   真 

6 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（第２葉） 

私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律 抜粋 

 

第 69 条第 1 項  公正取引委員会は、課徴金をその納期限まで

に納付しない者があるときは、督促状により期限を指定して

その納付を督促しなければならない。 

  

同条第 4 項  公正取引委員会は、第 1 項の規定による督促を受

けた者がその指定する期限までにその納付すべき金額を納

付しないときは、国税滞納処分の例により、その督促に係る

課徴金及び第 2 項に規定する延滞金 を徴収することができ

る。 

 

 
 

 

（第２葉） 

私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律 抜すい 

 

第 70 条の 9 第 1 項  公正取引委員会は、課徴金をその納期限

までに納付しない者があるときは、督促状により期限を指定

してその納付を督促しなければならない。 

 

同条第 2 項  前項の規定にかかわらず、納付命令について審判

請求がされたとき（第 66 条第 1 項の規定により当該審判請

求が却下された場合を除く。次項において同じ。）は、公正取

引委員会は、当該審判請求に対する審決をした後、同条第 3

項の規定により当該納付命令の全部を取り消す場合を除き、

速やかに督促状により期限を指定して当該納付命令に係る

課徴金及び次項の規定による延滞金があるときはその延滞

金の納付を督促しなければならない。ただし、当該納付命令

についての審判請求に対する審決書の謄本が送達された日

までに当該課徴金及び延滞金の全部が納付されたときは、こ

の限りでない。 

 

同条第 5 項  公正取引委員会は、第 1 項 又は第 2 項 の規定に

よる督促を受けた者がその指定する期限までにその納付す

べき金額を納付しないときは、国税滞納処分の例により、こ

れ を徴収することができる。 

 

 
 

 
 

 

7 cm 

7 cm 

 
11 cm 

 
11 cm 
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○
公
正
取
引
委
員
会
の
所
管
す
る
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
公
正
取
引

委
員
会
規
則
第
一
号
）
新
旧
対
照
条
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 
 

正 
 

後 

現 
 
 
 
 

行 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

行
政
機
関
等
に
対
し
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
、
又
は
行
政
機
関
等

が
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
公
正
取
引
委
員
会
の
所
管
す
る
法
令
に
係
る

手
続
等
を
、
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
、
電
子
情
報
処
理
組
織
又

は
電
磁
的
記
録
を
使
用
し
て
行
わ
せ
、
又
は
行
う
場
合
に
つ
い
て
は
、
他

の
法
律
及
び
法
律
に
基
づ
く
命
令
（
告
示
を
含
む
。
）
、
条
例
、
地
方
公

共
団
体
の
規
則
及
び
地
方
公
共
団
体
の
機
関
の
定
め
る
規
則
に
特
別
の

定
め
の
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

行
政
機
関
等
に
対
し
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
、
又
は
行
政
機
関
等

が
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
公
正
取
引
委
員
会
の
所
管
す
る
法
令
に
係
る

手
続
等
（
別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
手
続
に
あ
っ
て
は
、
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
、
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技

術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
、
電

子
情
報
処
理
組
織
又
は
電
磁
的
記
録
を
使
用
し
て
行
わ
せ
、
又
は
行
う

場
合
に
つ
い
て
は
、
他
の
法
律
及
び
法
律
に
基
づ
く
命
令
（
告
示
を
含

む
。
）
、
条
例
、
地
方
公
共
団
体
の
規
則
及
び
地
方
公
共
団
体
の
機
関

の
定
め
る
規
則
に
特
別
の
定
め
の
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
規
則

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 
 

 

（
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
七
十
条

の
九
第
一
項
の
表
示
） 

第
五
条 

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
七
十
条
の
九
第
一
項
に
規
定
す
る

公
正
取
引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
方
式
は
、
処
分
通
知
等
を
受
け
る
も

の
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
で
あ
っ
て
、
公
正
取
引
委
員
会
が
定
め

る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
か
ら
行
う
識
別
番
号
及
び
暗
証
コ
ー

ド
の
入
力
と
す
る
。 

 

（
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
七
十
条

の
十
九
の
表
示
） 

第
五
条 

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
七
十
条
の
十
九
に
規
定
す
る
公
正

取
引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
方
式
は
、
処
分
通
知
等
を
受
け
る
も
の
の

使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
で
あ
っ
て
、
公
正
取
引
委
員
会
が
定
め
る
技

術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
か
ら
行
う
識
別
番
号
及
び
暗
証
コ
ー
ド
の

入
力
と
す
る
。 

 
 

 

別
表
（
第
一
条
関
係
） 

公
正
取
引
委
員
会
の
審
判
に
関
す
る
規

則
（
平
成
十
七
年
公
正
取
引
委
員
会
規

審
尋
の
申
出 

検
証
の
申
出 
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則
第
八
号
）
第
四
十
条
の
規
定
に
よ
る

証
拠
の
申
出 

鑑
定
の
申
出 

文
書
等
提
出 

命
令
の
申
立
て 
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○
公
正
取
引
委
員
会
の
審
査
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
公
正
取
引
委
員
会
規
則
第
五
号
）
新
旧
対
照
条
文 

 
 
 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 
 

正 
 

後 

現 
 
 
 
 

行 
公
正
取
引
委
員
会
の
審
査
に
関
す
る
規
則 

 

目
次 

 
 

第
一
章 
総
則
（
第
一
条
―
第
六
条
） 

 
 

第
二
章 
審
査
手
続 

 
 
 

第
一
節 

審
査
一
般
（
第
七
条
―
第
二
十
三
条
） 

 
 
 

第
二
節 

排
除
措
置
命
令
書
の
送
達
等
（
第
二
十
四
条
・
第
二
十 

 
 
 
 
 
 
 

五
条
） 

 
 
 
 

第
三
節 

警
告
（
第
二
十
六
条
―
第
二
十
八
条
） 

 
 

第
三
章 

補
則
（
第
二
十
九
条
―
第
三
十
一
条
） 

 
 
 

附
則 

 

公
正
取
引
委
員
会
の
審
査
に
関
す
る
規
則 

 

目
次 

 
 

第
一
章 

総
則
（
第
一
条
―
第
六
条
） 

 
 

第
二
章 

審
査
手
続 

 
 
 

第
一
節 

審
査
一
般
（
第
七
条
―
第
二
十
三
条
） 

 
 
 

第
二
節 

排
除
措
置
命
令
（
第
二
十
四
条
―
第
二
十
八
条
） 

  
 
 

第
三
節 

課
徴
金
の
納
付
命
令
（
第
二
十
九
条
・
第
三
十
条
） 

 
 
 

第
四
節 

警
告
（
第
三
十
一
条
・
第
三
十
二
条
） 

 
 

第
三
章 

補
則
（
第
三
十
三
条
―
第
三
十
六
条
） 

 
 
 

附
則 

 

 

（
こ
の
規
則
の
趣
旨
・
定
義
） 

第
一
条 

公
正
取
引
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
が
行
う
審
査

手
続
に
つ
い
て
は
、
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）（
水
産
業
協
同
組
合
法
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
十
二
号
）
第
九
十
五
条
の
四
及
び
中
小
企

業
等
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
一
号
）
第
百
八
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
及
び
私
的
独

占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
四
十
七
条
第
二
項

の
審
査
官
の
指
定
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
六
十

四
号
。
以
下
「
審
査
官
の
指
定
に
関
す
る
政
令
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る

も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
た
だ
し
、
課
徴
金

の
減
免
に
係
る
報
告
及
び
資
料
の
提
出
の
手
続
並
び
に
委
員
会
が
行
う

意
見
聴
取
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

２ 

こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
で
あ
っ
て
、
法
に
お
い
て
使
用

 

（
こ
の
規
則
の
趣
旨
・
定
義
） 

第
一
条 

公
正
取
引
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
が
行
う
審
査

手
続
に
つ
い
て
は
、
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）（
水
産
業
協
同
組
合
法
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
十
二
号
）
第
九
十
五
条
の
四
及
び
中
小
企

業
等
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
一
号
）
第
百
八
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
及
び
私
的
独

占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
四
十
七
条
第
二
項

の
審
査
官
の
指
定
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
六
十

四
号
。
以
下
「
審
査
官
の
指
定
に
関
す
る
政
令
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る

も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
た
だ
し
、
課
徴
金

の
減
免
に
係
る
報
告
及
び
資
料
の
提
出
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
別
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 
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す
る
用
語
と
同
一
の
も
の
は
、
こ
れ
と
同
一
の
意
義
に
お
い
て
使
用
す

る
も
の
と
す
る
。 

 

２ 

こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
で
あ
っ
て
、
法
に
お
い
て
使
用

す
る
用
語
と
同
一
の
も
の
は
、
こ
れ
と
同
一
の
意
味
に
お
い
て
使
用
す

る
も
の
と
す
る
。 

 

 
 
 
 
 

第
二
節 

排
除
措
置
命
令
書
の
送
達
等 

 

第
二
節 

排
除
措
置
命
令 

 

 
 
 
 
 
 

 

（
排
除
措
置
命
令
前
の
通
知
） 

第
二
十
四
条 

法
第
四
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
排
除
措

置
命
令
の
名
あ
て
人
と
な
る
べ
き
者
に
対
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
文
書
を
送
達
し
て
、
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

予
定
さ
れ
る
排
除
措
置
命
令
の
内
容 

二 

委
員
会
の
認
定
し
た
事
実
及
び
こ
れ
に
対
す
る
法
令
の
適
用 

三 

委
員
会
に
対
し
、
前
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
文
書
に
よ
り

意
見
を
述
べ
、
及
び
証
拠
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
並
び
に
そ
の

期
限 

２ 

委
員
会
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
は
、
職
権
又
は
申

立
て
に
よ
り
、
前
項
第
三
号
の
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

 
 

（
排
除
措
置
命
令
前
の
説
明
） 

第
二
十
五
条 

前
条
第
一
項
の
文
書
の
送
達
を
受
け
た
者
又
は
法
第
四
十

九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
代
理
人
か
ら
申
出
が
あ
っ
た

と
き
そ
の
他
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
文
書
の
送
達
を
受
け
た
者
又

は
当
該
代
理
人
に
対
し
、
前
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る

事
項
に
つ
い
て
説
明
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
説

明
を
受
け
る
者
に
係
る
委
員
会
の
認
定
し
た
事
実
を
基
礎
付
け
る
た
め

に
必
要
な
証
拠
に
つ
い
て
、
説
明
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

 
 

（
意
見
申
述
等
の
方
式
） 
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第
二
十
六
条 

第
二
十
四
条
第
一
項
の
文
書
の
送
達
を
受
け
た
者
は
、
指

定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
、
委
員
会
に
対
し
、
文
書
を
も
っ
て
同
項
第
一

号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
、
及
び
証
拠
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
供
述
を
証
拠
と
し

て
提
出
す
る
と
き
は
、
供
述
者
が
署
名
押
印
し
た
文
書
を
も
っ
て
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
証
拠
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
証
明
す
べ

き
事
項
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

委
員
会
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
第
一
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
口
頭
で
意
見
を
述
べ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
委
員
会
は
、
意
見
を
聴
取
す
る
職
員
を
指
定
し
、

意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
意
見
申
述
の
日
時
及
び
場
所
を

通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め

、
当
該
日
時
及
び
場
所
に
つ
い
て
、
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
の
意

見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。 

 

 
 

（
代
理
人
に
よ
る
意
見
申
述
等
） 

第
二
十
七
条 

第
二
十
四
条
第
一
項
の
文
書
の
送
達
を
受
け
た
者
が
法
第

四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
述
べ
、
又
は
証
拠
を
提
出
す

る
に
当
た
っ
て
代
理
人
を
選
任
し
た
場
合
に
お
い
て
、
代
理
人
が
弁
護

士
又
は
弁
護
士
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
代
理
人
は
そ
の
権
限
を
文
書
を

も
っ
て
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
前
項
の
文
書
に
は
、
代
理
人
の
所
属
弁
護
士
会
の
名
称
及
び
代
理
人

の
事
務
所
を
記
載
し
、
か
つ
、
代
理
権
の
範
囲
を
明
確
に
表
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

代
理
人
が
弁
護
士
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
弁
護
士
法
人
の
社

員
と
し
て
そ
の
事
件
を
担
当
す
る
弁
護
士
の
氏
名
、
当
該
弁
護
士
の
所
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属
す
る
弁
護
士
会
の
名
称
及
び
各
弁
護
士
が
そ
の
事
件
に
つ
い
て
行
う

こ
と
の
で
き
る
事
務
（
業
務
）
の
範
囲
を
第
一
項
の
文
書
で
明
ら
か
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

第
二
十
四
条
第
一
項
の
文
書
の
送
達
を
受
け
た
者
は
、
法
第
四
十
九

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
述
べ
、
又
は
証
拠
を
提
出
す
る
に
当

た
っ
て
弁
護
士
又
は
弁
護
士
法
人
以
外
の
者
を
代
理
人
と
す
る
旨
の
承

認
を
求
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
氏
名
、
住
所
及
び
職
業
を

記
載
し
、
か
つ
、
第
二
十
四
条
第
一
項
の
文
書
の
送
達
を
受
け
た
者
と

の
関
係
そ
の
他
代
理
人
と
し
て
適
当
で
あ
る
か
否
か
を
知
る
に
足
る
事

項
を
記
載
し
た
文
書
を
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

前
項
の
弁
護
士
又
は
弁
護
士
法
人
以
外
の
者
を
代
理
人
と
す
る
旨
の

承
認
を
求
め
る
文
書
に
は
、
代
理
人
の
権
限
及
び
そ
の
範
囲
を
明
確
に

表
示
し
た
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

委
員
会
は
、
第
四
項
の
弁
護
士
又
は
弁
護
士
法
人
以
外
の
者
を
代
理

人
と
す
る
旨
の
承
認
を
求
め
る
文
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て

、
申
立
て
に
係
る
者
を
代
理
人
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
と
し
た
と
き
、

又
は
承
認
し
な
い
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
同
項
の
承
認
を
求

め
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 
 

第
二
十
四
条
第
一
項
の
文
書
の
送
達
を
受
け
た
者
は
、
代
理
人
の
代

理
権
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
文
書
を
も
っ
て
そ
の
旨
を
委
員

会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 

（
排
除
措
置
命
令
書
等
の
送
達
） 

第
二
十
四
条 

排
除
措
置
命
令
書
、
課
徴
金
納
付
命
令
書
及
び
競
争
回
復

措
置
命
令
書
並
び
に
法
第
八
章
第
二
節
に
規
定
す
る
決
定
書
（
以
下
「

排
除
措
置
命
令
書
等
」
と
い
う
。
）
の
謄
本
は
、
名
宛
人
又
は
代
理
人

に
こ
れ
を
送
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

排
除
措
置
命
令
書
等
の
謄
本
の
送
達
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
排
除
措

 

（
排
除
措
置
命
令
書
の
送
達
） 

第
二
十
八
条 

排
除
措
置
命
令
書
の
謄
本
は
、
名
あ
て
人
又
は
代
理
人
に

こ
れ
を
送
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

２ 

排
除
措
置
命
令
書
の
謄
本
の
送
達
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
排
除
措
置
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置
命
令
等
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、

そ
の
旨
を
記
載
し
た
通
知
書
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

命
令
に
つ
い
て
審
判
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
記
載
し
た
通
知

書
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 

第
三
節 

課
徴
金
の
納
付
命
令 

 

（
納
付
命
令
前
の
通
知
等
） 

第
二
十
九
条 

第
二
十
四
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
課
徴
金
の
納
付

命
令
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
四
条
第
一

項
中
「
法
第
四
十
九
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
条
第
六
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
九
条
第
五
項
」
と
、
「
排
除
措
置
命
令

の
名
あ
て
人
」
と
あ
る
の
は
「
納
付
命
令
の
名
あ
て
人
」
と
、
同
項
第

一
号
中
「
予
定
さ
れ
る
排
除
措
置
命
令
の
内
容
」
と
あ
る
の
は
「
納
付

を
命
じ
よ
う
と
す
る
課
徴
金
の
額
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
委
員
会
の

認
定
し
た
事
実
及
び
こ
れ
に
対
す
る
法
令
の
適
用
」
と
あ
る
の
は
「
課

徴
金
の
計
算
の
基
礎
及
び
そ
の
課
徴
金
に
係
る
違
反
行
為
」
と
、
第
二

十
五
条
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
り
、
並
び
に
第
二
十
六
条
第
一
項
並

び
に
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
七
項
中
「
第
二
十
四
条
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
四
条

第
一
項
」
と
、
第
二
十
五
条
中
「
法
第
四
十
九
条
第
四
項
」
と
あ
る
の

は
「
法
第
五
十
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
九
条
第
四
項 

」
と
、
「
委
員
会
の
認
定
し
た
事
実
」
と
あ
る
の
は
「
課
徴
金
の
計
算

の
基
礎
又
は
そ
の
課
徴
金
に
係
る
違
反
行
為
」
と
、
第
二
十
七
条
第
一

項
及
び
第
四
項
中
「
法
第
四
十
九
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五

十
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
九
条
第
三
項
」
と
、
前
条

第
一
項
中
「
排
除
措
置
命
令
書
の
謄
本
」
と
あ
る
の
は
「
課
徴
金
納
付

命
令
書
の
謄
本
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
排
除
措
置
命
令
書
の
謄
本
の

送
達
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
排
除
措
置
命
令
」
と
あ
る
の
は
「
課
徴
金

納
付
命
令
書
の
謄
本
の
送
達
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
納
付
命
令
」
と
読
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み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
課
徴
金
の
納
付
を
命
じ
な
い
事
業
者
に
対
す
る
通
知
）

第
二
十
五
条

法
第
七
条
の
二
第
十
八
項
（
法
第
八
条
の
三
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
法
第
七
条
の
二

第
二
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
文
書
を
送

達
し
て
、
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

（
課
徴
金
の
納
付
を
命
じ
な
い
事
業
者
に
対
す
る
通
知
）

第
三
十
条

法
第
七
条
の
二
第
十
八
項
（
法
第
八
条
の
三
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
法
第
七
条
の
二
第

二
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
文
書
を
送
達

し
て
、
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

第
三
節

警
告

第
四
節

警
告

（
警
告
）

第
二
十
六
条

警
告
（
委
員
会
が
、
法
第
三
条
、
第
六
条
、
第
八
条
又
は
第

十
九
条
の
規
定
に
違
反
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
が
あ
る
又
は
あ
っ
た

と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
者
又
は
当
該
事
業
者
団
体
に
対

し
て
、
そ
の
行
為
を
取
り
や
め
る
こ
と
又
は
そ
の
行
為
を
再
び
行
わ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
指
示
す
る
こ
と
を
い
う
。

以
下
本
条
及
び
第
三
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
文
書
に
よ
っ
て
こ
れ

を
行
い
、
警
告
書
に
は
、
警
告
の
趣
旨
及
び
内
容
を
示
し
、
審
査
局
長
が

こ
れ
に
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

警
告
書
は
、
名
宛
人
又
は
代
理
人
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

委
員
会
は
、
警
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
警
告
の
名
宛
人
と

な
る
べ
き
者
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
意
見
を
述
べ
、
及
び
証
拠
を
提
出

す
る
機
会
を
付
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

警
告
の
名
宛
人
と
な
る
べ
き
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
述

べ
、
又
は
証
拠
を
提
出
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
代
理
人
を
選
任
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
警
告
）

第
三
十
一
条

警
告
（
委
員
会
が
、
法
第
三
条
、
第
六
条
、
第
八
条
又
は
第

十
九
条
の
規
定
に
違
反
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
が
あ
る
又
は
あ
っ
た

と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
者
又
は
当
該
事
業
者
団
体
に
対

し
て
、
そ
の
行
為
を
取
り
や
め
る
こ
と
又
は
そ
の
行
為
を
再
び
行
わ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
指
示
す
る
こ
と
を
い
う
。

以
下
本
条
、
次
条
及
び
第
三
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
文
書
に
よ

っ
て
こ
れ
を
行
い
、
警
告
書
に
は
、
警
告
の
趣
旨
及
び
内
容
を
示
し
、
審

査
局
長
が
こ
れ
に
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

警
告
書
は
、
名
あ
て
人
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

委
員
会
は
、
警
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
警
告
の
名
あ
て
人

と
な
る
べ
き
者
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
意
見
を
述
べ
、
及
び
証
拠
を
提

出
す
る
機
会
を
付
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

警
告
の
名
あ
て
人
と
な
る
べ
き
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
を

述
べ
、
又
は
証
拠
を
提
出
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
代
理
人
（
弁
護
士
、
弁

護
士
法
人
又
は
公
正
取
引
委
員
会
の
承
認
を
得
た
適
当
な
者
に
限
る
。
）

を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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５ 

委
員
会
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
を
述
べ
、
及
び
証
拠
を
提

出
す
る
機
会
を
付
与
す
る
と
き
は
、
そ
の
意
見
を
述
べ
、
及
び
証
拠
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
限
ま
で
に
相
当
な
期
間
を
お
い
て
、
警
告

の
名
宛
人
と
な
る
べ
き
者
に
対
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
書
面

に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

予
定
さ
れ
る
警
告
の
趣
旨
及
び
内
容 

二 

委
員
会
に
対
し
、
前
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
文
書
に
よ
り 
 
 
 

意
見
を
述
べ
、
及
び
証
拠
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
並
び
に
そ 

の
期
限 

６ 

委
員
会
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
は
、
職
権
又
は

申
立
て
に
よ
り
、
前
項
第
二
号
の
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

５ 

委
員
会
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
を
述
べ
、
及
び
証
拠
を
提

出
す
る
機
会
を
付
与
す
る
と
き
は
、
そ
の
意
見
を
述
べ
、
及
び
証
拠
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
限
ま
で
に
相
当
な
期
間
を
お
い
て
、
警
告

の
名
あ
て
人
と
な
る
べ
き
者
に
対
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
書

面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

予
定
さ
れ
る
警
告
の
趣
旨
及
び
内
容 

二 

委
員
会
に
対
し
、
前
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
文
書
に
よ
り 

意
見
を
述
べ
、
及
び
証
拠
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
並
び
に
そ 

の
期
限 

 

（
代
理
人
の
資
格
の
証
明
等
） 

第
二
十
七
条 

前
条
第
四
項
の
代
理
人
の
資
格
は
、
書
面
で
証
明
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
条
第
四
項
の
代
理
人
が
そ
の
資
格
を
失
っ
た
と
き
は
、
当
該
代
理

人
を
選
任
し
た
者
は
、
速
や
か
に
、
書
面
で
そ
の
旨
を
委
員
会
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 

 

（
意
見
申
述
等
の
方
式
） 

第
二
十
八
条 

第
二
十
六
条
第
五
項
の
通
知
を
受
け
た
者
は
、
指
定
さ
れ

た
期
限
ま
で
に
、
委
員
会
に
対
し
、
文
書
を
も
っ
て
同
項
第
一
号
に
掲
げ

る
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
、
及
び
証
拠
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
供
述
を
証
拠
と
し
て
提
出
す
る
と
き
は 

、
供
述
者
が
署
名
押
印
し
た
文
書
を
も
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
証
拠
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
証
明
す
べ

き
事
項
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

委
員
会
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
第
一
項
の
規
定
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に
か
か
わ
ら
ず
、
口
頭
で
意
見
を
述
べ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
委
員
会
は
、
意
見
を
聴
取
す
る
職
員
を
指
定
し
、
意
見
を

述
べ
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
意
見
申
述
の
日
時
及
び
場
所
を
通
知
す

る
も
の
と
す
る
。 

４ 

委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

当
該
日
時
及
び
場
所
に
つ
い
て
、
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
の
意
見

を
聴
く
も
の
と
す
る
。 

  
 

（
警
告
の
意
見
申
述
等
の
方
式
等
） 

第
三
十
二
条 

第
二
十
四
条
第
二
項
、
第
二
十
六
条
、
第
二
十
七
条
及
び

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
は
、
警
告
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
前
項
第
三
号
」
と
あ
る
の
は

「
第
三
十
一
条
第
五
項
第
二
号
」
と
、
第
二
十
六
条
第
一
項
並
び
に
第

二
十
七
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
七
項
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
の

文
書
の
送
達
を
受
け
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
一
条
第
五
項
の
通

知
を
受
け
た
者
」
と
、
第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
同
項
第
一
号
及
び
第

二
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
一
号
」
と
、
第
二
十
七
条
第
一
項
及
び

第
四
項
中
「
法
第
四
十
九
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
一
条
第

三
項
」
と
、
第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
排
除
措
置
命
令
書
の
謄
本
」
と

あ
る
の
は
「
警
告
書
」
と
、
「
送
達
」
と
あ
る
の
は
「
送
付
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

  
 
 

第
三
章 

補
則 

  
 

（
報
告
者
に
対
す
る
通
知
） 

第
二
十
九
条 

法
第
四
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
通
知
は
、
同
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
報
告
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
文
書
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
場
合
に
行
う
も
の
と
す
る
。 

 
 
 

第
三
章 

補
則 

  
 

（
報
告
者
に
対
す
る
通
知
） 

第
三
十
三
条 

法
第
四
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
通
知
は
、
同
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
報
告
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
文
書
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
場
合
に
行
う
も
の
と
す
る
。 
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一 
 

報
告
を
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所 

二 
 

法
の
規
定
に
違
反
す
る
と
思
料
す
る
行
為
を
し
て
い
る
も
の
又
は

し
た
も
の
の
氏
名
又
は
名
称 

三 
 

法
の
規
定
に
違
反
す
る
と
思
料
す
る
行
為
の
具
体
的
な
態
様
、
時 

期
、
場
所
そ
の
他
の
事
実 

２
～
４ 

（
略
） 

 

 

一 
 

報
告
を
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所 

二 
 

法
の
規
定
に
違
反
す
る
と
思
料
す
る
行
為
を
し
て
い
る
も
の
又
は 

し
た
も
の
の
氏
名
又
は
名
称 

三 
 

法
の
規
定
に
違
反
す
る
と
思
料
す
る
行
為
の
具
体
的
な
態
様
、
時 

期
、
場
所
そ
の
他
の
事
実 

２
～
４ 

（
略
） 

 

 
 

（
文
書
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
提
出
） 

第
三
十
条 

審
査
手
続
に
お
い
て
提
出
す
べ
き
文
書
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
を
除
き
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

法
第
四
十
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
処
分
に
基
づ
き
提
出
す
べ

き
文
書 

  

二 

警
告
前
の
通
知
に
対
す
る
意
見
書
及
び
証
拠 

三 

第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
書
面 

   

四 

審
査
官
の
処
分
に
対
す
る
異
議
申
立
書 

２ 

・
３ 

（
略
） 

 

 
 

（
文
書
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
提
出
） 

第
三
十
四
条 

審
査
手
続
に
お
い
て
提
出
す
べ
き
文
書
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
を
除
き
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

法
第
四
十
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
処
分
に
基
づ
き
提
出
す
べ

き
文
書 

二 

排
除
措
置
命
令
前
の
通
知
に
対
す
る
意
見
書
及
び
証
拠 

三 

納
付
命
令
前
の
通
知
に
対
す
る
意
見
書
及
び
証
拠 

四 

警
告
前
の
通
知
に
対
す
る
意
見
書
及
び
証
拠 

 

五 

排
除
措
置
命
令
、
納
付
命
令
又
は
警
告
前
の
通
知
に
対
し
意
見
申 

述
等
を
す
る
の
に
必
要
な
授
権
又
は
代
理
人
の
権
限
を
証
明
す
る
文 

書 

六 

審
査
官
の
処
分
に
対
す
る
異
議
申
立
書 

２ 

・
３ 

（
略
） 

 
 

（
更
正
決
定
） 

第
三
十
一
条 
 

排
除
措
置
命
令
書
等
に
誤
記
そ
の
他
明
白
な
誤
り
が
あ
る

と
き
は
、
委
員
会
は
、
職
権
又
は
申
立
て
に
よ
り
、
更
正
決
定
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

・
３ 

（
略
） 

 
 

（
更
正
決
定
） 

第
三
十
五
条 

 

排
除
措
置
命
令
書
又
は
課
徴
金
納
付
命
令
書
に
誤
記
そ
の

他
明
白
な
誤
り
が
あ
る
と
き
は
、
委
員
会
は
、
職
権
又
は
申
立
て
に
よ

り
、
更
正
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

・
３ 

（
略
） 
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（
排
除
措
置
命
令
の
執
行
停
止
等
）

第
三
十
六
条

委
員
会
は
、
法
第
五
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て

排
除
措
置
命
令
の
全
部
又
は
一
部
の
執
行
を
停
止
し
た
と
き
は
、
審
判

請
求
を
し
た
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

委
員
会
は
、
法
第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
執
行
の
停

止
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
審
判
請
求
を
し
た
者
に
対
し
、
理
由
を
付

し
て
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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